
久
保
田
委
員
長

か
ら
、
会
社
は
労

働
組
合
は
必
要
と

し
な
い
考
え
で
あ

り
労
働
組
合
の
存

在
意
義
が
問
わ
れ

て
い
る
。

職
場
の
仲
間
の

問
題
点
を
考
え
合

い
、
労
働
組
合
の

任
務
と
役
割
を
広

め
て
い
く
。

重
大
イ
ン
シ
デ

ン
ト
、
輸
送
障
害

も
ま
だ
多
発
し
て
い
る
。
す
べ

て
の
職
場
に
お
い
て
労
働
密
度

が
高
く
、
要
員
不
足
の
問
題
が

あ
る
。
安
心
し
て
健
康
で
働
き

や
す
い
職
場
に
し
て
い
く
。

今
年
度
末
に
常
磐
線
全
線
開

通
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
働
く
労
働
者
の
線
量
管
理
、

健
康
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
。

今
年
が
躍
進
の
年
に
な
る
よ
う

に
と
挨
拶
し
た
。

東
日
本
本
部
武
田
組
織
部
長

か
ら
昨
年
、
中
曽
根
元
首
相
が

他
界
し
た
。
分
割
民
営
化
で
国

労
解
体
が
目
標
だ
と
記
録
に
残

し
て
い
る
。
そ
の
流
れ
が
今
、

憲
法
改
正
で
安
倍
政
権
へ
と
引

き
継
い
で
い
る
。

Ｊ
Ｒ
に
な
っ
て
か
ら
も
様
々

な
差
別
・
選
別
を
さ
れ
て
、
一

括
和
解
以
降
、
労
使
協
調
路
線

を
と
っ
て
き
た
が
、
会
社
は
労

働
組
合
は
邪
魔
な
ん
だ
ろ
う
と

現
状
を
み
て
思
う
。

社
員
代
表
選
の
投
票
結
果
か

ら
国
労
組
合
員
は
職
場
で
信
頼

さ
れ
て
い
る
。

来
賓
の
み
な
さ
ん
か
ら
情
勢

報
告
、
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
、
抽
選
会
、
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
閉
会
し
た
。

第５号 こくろう みと ２０２０年１月２０日

広
め
よ
う
組
合
運
動
を
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１
月
11
日
、
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
２
０

２
０
年
国
労
水
戸
地
本
旗
開
き
を
開
催
し
た
。

黒
澤
執
行
委
員
の
司
会
で
始
ま
り
、
久
保
田
執
行

委
員
長
挨
拶
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、
辻
支
部
委
員
長
の

乾
杯
で
組
合
員
、
来
賓
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
行
っ
た
。

一
人
で
悩
ま
ず

国
労
へ
相
談
。

み
ん
な
で
楽
し
く

が
ん
ば
ろ
う
！

来

賓

紹

介

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

内
山

裕

自
治
労
茨
城
県
本
部

鈴
木

良
博

茨
城
県
職
員
組
合
連
合

藤
枝

芳
実

茨
城
県
教
職
員
組
合

渡
邊

勇
一

鹿
島
臨
海
鉄
道
労
働
組
合

小
林

努

東
北
労
金
平
支
店

佐
久
間

正
典

中
央
労
金
水
戸
支
店

川
又

光
森

鉄
道
退
職
者
の
会

関

暁

ひ
た
ち
な
か
市
議
会
議
員

井
坂

章

元
い
わ
き
市
議
会
議
員

狩
野

光
昭

全
国
交
運
共
済
生
協

栗
原

正
子

国
労
会
館
（
ア
ベ
ニ
ー
ル
）

菊
池

忠
志

国
労
東
日
本
本
部

武
田

幸
喜


